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町政を問う 一般 質問

生
涯
学
習

課　
　
長
　

蔵
書
数
は

約
５
万
１
千

冊
、
う
ち
一
般
向
け
が
２

万
７
千
冊
、
小
学
校
低
学

年
以
下
の
児
童
向
け
が
２

万
４
千
冊
で
あ
る
。

問
　

本
を
借
り
る
人

は
年
間
何
人
（
延

べ
人
数
）
か
。
ま
た
、
年

齢
層
別
の
利
用
者
数
は
把

握
し
て
い
る
か
。
過
去
３

年
間
の
実
績
を
伺
う
。

生
涯
学
習

課　
　
長
　

利
用
者
数

は
平
成
27
年

度
が
約
５
１
０
０
人
、
28

年
度
が
５
９
０
０
人
、
29

年
度
が
６
３
０
０
人
と
増

加
し
て
い
る
。

　

利
用
者
の
年
齢
層
は
、

60
代
以
上
が
全
体
の
５
割

以
上
を
占
め
て
い
る
。
40

代
～
50
代
と
、
20
歳
未
満

が
そ
れ
ぞ
れ
２
割
、
極
端

に
少
な
い
の
が
20
代
と
30

代
で
あ
る
。

問
　

こ
の
事
業
は
子

ど
も
移
動
図
書

館
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な

問
　

平
成
28
年
12
月

に
制
定
さ
れ
た
公

用
車
管
理
規
則
に
よ
る

と
、
公
用
車
の
更
新
基
準

は
初
年
度
登
録
か
ら
15
年

以
上
経
過
、
又
は
走
行
距

離
が
15
万
㌔
㍍
を
超
え
た

時
と
あ
る
。

　

平
成
29
年
１
年
間
の
全

公
用
車
の
平
均
走
行
距

離
、
最
高
距
離
、
最
低
距

離
数
を
伺
う
。

総
務
課
長
　

全
車
両
の
平
均

走
行
距
離
は
６
千

㌔
㍍
、
最
高
距
離
数
１
万

５
千
㌔
㍍
、
最
低
距
離
数

は
１
千
㌔
㍍
で
あ
る
。

問
　

平
成
28
年
の
保

有
台
数
は
36
台

（
普
通
車
21
、
軽
自
動
車

15
）
で
あ
っ
た
が
現
在
の

保
有
台
数
は
32
台
（
普
通

20
、
軽
12
）
と
な
っ
て
い

る
。
４
台
削
減
さ
れ
て
い

る
が
内
訳
を
み
る
と
軽
自

動
車
の
割
合
が
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
間
に
更
新
さ

れ
た
車
の
種
別
を
お
聞
き

し
た
い
。

総
務
課
長
　

軽
自
動
車
３
台

と
普
通
車
１
台
を

更
新
せ
ず
廃
車
と
し
た
。

更
新
し
た
車
は
普
通
車
１

台
で
、
車
種
は
更
新
前
と

同
じ
タ
イ
プ
の
ワ
ゴ
ン
車

で
あ
る
。

問
　

車
種
の
選
定
に

つ
い
て
は
様
々
な

用
途
に
対
応
で
き
る
よ
う

車
種
が
偏
ら
な
い
よ
う
に

す
る
、
と
あ
る
。
あ
る
程

度
の
人
数
（
６
人
以
上
）

が
乗
る
車
は
別
と
し
て

も
、
他
は
軽
自
動
車
で
十

分
間
に
合
う
。
今
後
、
公

用
車
の
更
新
に
当
た
っ
て

は
原
則
、
軽
自
動
車
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を

伺
う
。

町
長
　

公
用
車
は
第
一

に
安
全
・
安
心
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
、
電
気
自
動

車
な
ど
、
地
球
環
境
に
も

配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
上
で
軽
自
動
車
の
選
択

を
考
え
て
い
き
た
い
。　

図
書
室
の
利
用
者

の
増
加
策
は

問
　

図
書
室
管
理
運

営
事
業
は
平
成
30

年
度
の
予
算
で
４
８
０
万

円
計
上
さ
れ
て
い
る
。
毎

年
、
備
品
と
し
て
本
の
購

入
を
し
て
い
る
が
現
時
点

で
の
図
書
室
全
体
の
蔵
書

数
を
問
う
。

ど
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

活
動
が
多
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
全
体
的
な
利
用
者

増
を
図
る
た
め
に
も
青
少

年
、
成
人
を
対
象
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　

観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー

に
、
よ
り
多
く
の
方
に
足

を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

色
々
考
え
て
い
る
。今
後
、

「
石
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

を
常
設
展
示
し
て
鑑
賞
し

て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
図

書
室
に
関
し
て
は
本
の
貸

出
期
間
、
開
館
時
間
の
延

長
を
し
て
利
用
者
の
需
要

に
応
え
て
い
き
た
い
。

Q
　

公
用
車
は
原
則
、
軽
自
動
車
に

す
べ
き
で
は

A
安
全
・
安
心
を
第
一
に
、
地
球
環
境
に

配
慮
し
た
上
で
判
断
し
て
い
く
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よ
り
、
町
と
町
農
産
物
の

知
名
度
も
上
が
る
と
考
え

る
。
農
産
物
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
政
策
展
開
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問
　

町
の
就
業
者
別

人
口
で
は
約
15
％

に
当
た
る
７
０
０
人
前
後

が
第
１
次
産
業
の
従
事
者

で
あ
る
。
町
の
10
年
後
の

農
業
を
見
据
え
た
時
、
就

農
人
口
は
減
り
続
け
る
と

予
想
さ
れ
る
が
、
農
業
経

営
者
を
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
の

か
。

産
業
振
興

課　
　
長

　

農
業
後
継
者

の
支
援
に
つ
い

て
は
、
認
定
農

業
者
制
度
の
各

種
優
遇
措
置
を

講
じ
て
い
る
。

ま
た
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」

で
、
地
域
農
業

の
中
心
と
な
る

経
営
体
と
位
置

付
け
ら
れ
れ
ば
、
融
資
を

活
用
し
農
業
用
機
械
な
ど

を
導
入
す
る
際
の
補
助
を

受
け
る
事
が
で
き
、
農
地

集
積
の
た
め
の
支
援
制
度

も
あ
る
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
国

や
県
と
の
連
携
を
図
り
、

制
度
的
な
支
援
と
と
も

に
、
青
年
農
業
者
を
中
心

と
し
た
農
業
後
継
者
か
ら

の
要
望
や
提
言
な
ど
も
踏

ま
え
、
町
の
支
援
策
に
も

対
応
し
て
い
き
た
い
。

年
度
よ
り
50
〜
70
％
の
収

入
減
と
な
っ
て
お
り
生
産

意
欲
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
を
好
機
と
捉
え
、
地
元

農
産
物
の
販
路
拡
大
に
つ

な
が
る
よ
う
な
施
策
が
町

の
農
業
の
強
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
所
見
を

伺
う
。

町
長
　

東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機

と
し
た
国
見
町
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
・
販
路
拡
大
に
向
け

た
事
業
の
展
開
は
非
常
に

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
町
で
は
、
農
産
物

の
風
評
対
策
と
し
て
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
・
Ｐ
Ｒ

事
業
で
北
海
道
、
首
都
圏

な
ど
全
国
的
に
展
開
し
て

い
る
。
道
の
駅
国
見
に
お

い
て
も
、
農
産
物
の
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡
大
に

対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
町
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
様
々
な

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に

問
　

国
見
町
の
農
業

は
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
農
業
経
営
を
断
念

す
る
農
家
が
増
え
て
い

る
。
残
さ
れ
た
農
地
は
借

り
る
農
家
も
少
な
く
、
今

後
更
に
耕
作
放
棄
地
や
遊

休
農
地
が
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
打
開
す
る
方
策
を

早
急
に
構
築
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

耕
作
放
棄

地
や
遊
休
農

地
が
増
加
す
る
現
状
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
町
農
業

委
員
会
は
農
地
の
公
的
管

理
主
体
と
し
て
、
食
料
の

生
産
基
盤
で
あ
る
優
良
農

地
の
確
保
と
有
効
利
用
の

促
進
を
図
っ
て
い
く
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

利
用
状
況
調
査
を
行
い
、

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の

貸
し
付
け
を
誘
導
す
る
な

ど
遊
休
農
地
化
を
抑
え
て

い
る
。
ま
た
、
耕
作
放
棄

地
は
再
生
利
用
を
目
的
と

し
た
補
助
事
業
も
あ
り
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
県
内
外
に

お
け
る
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
や
解
消
対
策
に
つ
い

て
の
優
良
事
例
を
参
考

に
、
新
た
な
方
策
な
ど
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　

町
の
基
幹
農
産

物
で
あ
る
モ
モ
の

農
家
は
、
６
月
下
旬
以
降

の
連
日
の
高
温
と
干
ば
つ

に
よ
る
異
常
気
象
で
、
前

Q
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
農
産
物

を
販
路
拡
大
す
る
考
え
は

A
農
産
物
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
政
策
を

進
め
た
い

村上　一議員

国見の農産物は好評（トップセールスのようす）


